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【審査論文】
女子大学生における感謝の心理的意味の探索的検討
池田幸恭
The explorative study regarding psychological meanings of gratitude 
in female college students
Yukitaka IKEDA
要　旨
　本研究の目的は、女子大学生における感謝の心理的意味について明らかにすることである。質問紙調査
を実施し、女子大学生219名の回答を分析した。感謝の心理的意味について、感謝の対象による特徴の検
討に加え、比喩生成法と感謝の対概念による検討を行った結果、次の 3 点が示された。第 1 に、全体的に
女子大学生は父親や母親、友だちなど広い対象に感謝を感じており、感謝を感じている理由はその対象に
よって異なることが示された。第 2 に、比喩生成法によって得られた感謝の心理的意味は「感情状態」、「他
者への感情」、「感謝の特徴」、「引き起こされる行動」、「関係への影響」という 5 カテゴリーにまとめられ、
他方、感謝の対概念は「感情状態」、「他者への感情」、「感謝を低減させる要因」、「引き起こされる行動」、「関
係への影響」という 5 カテゴリーにまとめられた。第3に、比喩生成法によって得られた感謝の心理的意
味では「あたたかさ」が、感謝の対概念としては「無関心」が最も記述数が多かった。本研究を通して、
女子大学生にとって感謝とは、身近な感情であり、他者とのつながりを結ぶものとして実感されていると
考えられた。
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問　題
　人間にとっての感謝の重要性は、心理学のみならず、教育学、社会学、哲学、倫理学、宗教学などの諸
領域において指摘されている。多くの哲学者は感謝を最も重要な徳の一つであると論じ、様々な宗教にお
いて感謝は高く評価される人間的特性であり、よい人生を生きるために必要不可欠なものであるとされて
いる（Emmons, 2004）。感謝の概念は思想史において長い歴史を持っているが、心理学における歴史は
比較的短く、近年になって感謝への関心が高まり、実証的研究が増加してきたという。感謝が着目される
現代の動向についてEmmons（2004）は、第1にポジティブ心理学の発展、第 2 に人間の宗教性やスピリ
チュアルな生活に関する新たな関心が社会科学者の間でみられること、第 3 に道徳哲学の一領域である徳
の倫理学への関心の復活をあげている。このような背景の中で、そもそも「感謝はどのような意味を有す
るのか」という「感謝の心理的意味」を明らかにすることは有意義であろう。
　心理学においては、感謝の心理的意味に関連して、感謝と自己形成との関係、感謝の心理的機能、感謝
の適応的意味といった主に3つの領域で研究が進められている。第 1 の感謝と自己形成との関係では、感
謝の経験と表明がアイデンティティ形成につながることが論じられている（Emmons, 2004；McAdams 
& Bauer, 2004）。
　第 2 の感謝の心理的機能では、様々な実証研究の成果に基づき、感謝が精神的健康を促進することが
指摘されている（有光，2010；本多，2010）。有光（2010）によれば、“感謝は、それ自体が肯定的感
情であるため、精神的健康を高めるが、感謝することで相手からさらに恩恵を受けたり、対人関係がよ
くなるなど社会的な報酬が得られるため、精神的健康が高まる”という（p.131）。また、道徳的感情とし
ての感謝に着目し、感謝には（a）利益供給者のコスト、利益供給の意図や義務感に敏感に反応する利益
検出機能（benefit detector）、（b）受益者が謝意を表すことで利益供給者の向社会的行動を続けるよう
にする強化子機能（reinforcer）、（c）受益者の向社会的行動を動機づける機能（motivation of prosocial 
behavior） が あ る こ と も 指 摘 さ れ て い る（ 本 多，2010；McCullough, Kilpatrick, Emmons & Larson, 
2001；McCullough, Kimeldorf & Cohen, 2008）。さらに、関係形成と維持の促進（Algoe, Hadit & Gable, 
2008）や、市民の結束への貢献（Emmons & Shelton , 2001）といった感謝の心理的機能も論じられている。
　第 3 の感謝の適応的意味では，“感謝がなぜ我々に備わったのか”が問題となる（本多，2010，p.38）。
そこでは，Trivers（1985 中嶋・原田・福井訳 1991）による互恵的利他的行動や、戸田（1992）によ
る適応行動選択システムであるアージ・システム（urge system）に代表されるような、感謝を受益者か
ら利益供給者への返報に基づく直接互恵性により進化した感情とする仮説がある（本多，2010）。その一
方で、“感謝を直接互恵性よりもむしろ、他者に対する利他的行動が将来的に別の他者から間接的に返報
されるという間接互恵性によって進化した感情”ととらえる仮説もある（本多，2010，p.44）。
　以上のように感謝の心理的意味に関連した先行研究は散見されるが、実際に感謝がどのような意味を有
するものとして実感されているかを検討した研究はほとんどみられない。感謝の心理的意味を明らかにす
る上では、感謝が実際にどのように実感されているのかといった感謝を経験している視点からの検討も重
要であろう。
　そこで、本研究では、女子大学生に質問紙調査を実施し、感謝の心理的意味を検討する。大学生を回答
者としたのは、感謝との関係が指摘されている自己形成の時期にあることに加え、内省力が高く感謝の意
識化が比較的容易であると考えられたことによる。また、女性は感謝を感じる傾向が男性よりも高いと報
告されていること（Froh, Yurkewicz & Kashdan, 2009）から、感謝についてより実感に基づいて回答し
女子大学生における感謝の心理的意味の探索的検討（池田） 109
やすいと考え、研究の出発点として調査を実施した。
　本研究では、女子大学生における感謝の心理的意味について、感謝の対象による特徴の検討に加え、比
喩生成法と感謝の対概念による検討を行う。感謝の対象については、佐竹（2004）が感謝の相手によっ
てその内容が異なることを報告しており、感謝の対象は個人を越えて，より包括的で抽象的な対象を含む
ようになることも指摘されている（McAdams & Bauer, 2004；内藤，2004）。ここでは、感謝を感じる
程度や理由が感謝の対象によって異なる特徴を示すことが予想される。また、比喩にはイメージやナイー
ブな考え方が現れやすいとし、楠見（1995）は愛に関する感情的意味を比喩生成法によって検討した結
果を示している。落合（1989）は、孤独感の情緒的意味構造を解明するのに適切な対語群を作成するた
めに、孤独感を表現すると考える語それぞれに反対語の記述を求めている。これらを参考に、感謝の心理
的意味を明らかにする上で、比喩生成法および感謝の対概念による検討が有効であると考える。
目　的
　本研究の目的は、女子大学生における感謝の心理的意味について明らかにすることである。具体的には、
女子大学生にとって感謝はどのような意味を有しているのかについて、次の 3 つの分析を行う。
（1）　感謝を感じる程度と理由について感謝の対象による特徴を検討する。
（2）　感謝の心理的意味について比喩生成法を用いて検討する。
（3）　感謝の対概念について検討する。
方　法
調査回答者　
　千葉県内の私立女子大学の女子大学生219名の回答を分析した。
調査時期および手続き　
　2010年10月から2011年1月に質問紙調査を実施した。調査は、大学での講義時間を利用して質問紙を
一斉に配付して回収した。調査への協力は任意であり協力しないことで不利益を被ることはないこと、調
査への回答の有無が授業成績に関係しないこと、そして質問紙への回答をもって調査協力への同意が確認
されることを説明した。
調査内容
　性別、年齢、学年、調査の感想の他に、下記の 3 つの内容について調査した。
　感謝を感じる程度と理由　父親、母親、友だち、恋人（あるいは配偶者）、人間を越えた自然というも
のに対して感謝の気持ちを感じている程度を、「全くあてはまらない」（ 1 点）、「あまりあてはまらない」
（ 2 点）、「どちらともいえない」（ 3 点）、「ややあてはまる」（ 4 点）、「非常にあてはまる」（ 5 点）の 5 件
法でそれぞれ尋ねた。さらに、そのように回答した理由について自由記述を求めた。父親、母親、友だち、
恋人（あるいは配偶者）には、「人物が思い浮かばない」という選択肢を設定した。また、提示した 5 種
類の対象以外に、感謝している相手やものを自由に記入して同様に回答できるように回答欄を 2 つ設けた。
　感謝の比喩生成法　“あなたにとって「感謝」とはどのようなものでしょうか。”という教示のもと、「感
謝はまるで…のようだ」という文章を完成させるようにして、思い浮かんだことを自由に記述してもらっ
た。さらに、そのように考える理由の記述も求めた。
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　感謝の対概念　“あなたが「感謝」の反対の意味を表すと考える言葉（感謝の対義語・反対語）は何でしょ
うか。”という教示のもと、自由に記述してもらった。さらに、そのように考える理由の記述も求めた。
結　果
　回答者219名のうち、10代が107名（48.9%）、20代前半が108名（49.3%）、30代と40代が 3 名（1.4%）、
年齢不明が1名（0.5%）であった。30代と40代の 3 名と年齢不明の 1 名を除外した場合も、結果に大き
な違いはみられなかったことから、全219名の回答を分析した結果を示す。
感謝を感じる程度とその理由
　父親、母親、友だち、恋人（配偶者）、人間を越えた自然に対して感謝を感じる程度をTable 1に示した。
これら5種類の対象に対して、全体的に女子大学生は感謝を感じていた。その中で、父親については他の
対象と比べると「全くあてはまらない」という回答が多い傾向がみられ、母親と友だちには強く感謝を感
じていた。また、自然に対する感謝には「どちらともいえない」という回答が多くみられた。
Table 1　感謝の対象と程度の人数比
程度
対象
1-全く
　あてはまらない
2-あまり
　あてはまらない
3-どちらとも
　いえない
4-やや
　あてはまる
5-非常に
　あてはまる
合計
父親 10(4.6) 14(6.5) 11(5.1) 60(27.8) 121(56.0) 216(100.0)
母親 1(0.5) 6(2.8) 3(1.4) 46(21.4) 159(74.0) 215(100.0)
友だち 1(0.5) 0(0.0) 6(2.8) 50(23.1) 159(73.6) 216(100.0)
恋人(配偶者) 3(3.2) 3(3.2) 10(10.6) 29(30.9) 49(52.1) 94(100.0)
自然 2(0.9) 13(6.0) 49(22.5) 89(40.8) 65(29.8) 218(100.0)
注1： 数値は、人数と(　)内は感謝の対象ごとの人数比(%)である。人数比は、小数点第2位を四捨五入して記載したため、足しあげ
ても100.0にならない箇所がある。
注2：合計人数が219名に至らない箇所は、「人物が思い浮かばない」という回答、あるいは欠損値がみられた箇所である。
　続いて、父親、母親、友だち、恋人（配偶者）、人間を越えた自然に対して感謝を感じる程度について
スピアマンの順位相関係数を求めた（Table 2）。その結果、恋人（配偶者）に対する感謝を感じる程度は
父親に対する感謝を感じる程度とのみ関連がみられ、父親と母親、そして母親と友だちに対する感謝を感
じる程度にやや相関が得られた。
Table 2　感謝を感じる程度における対象間のスピアマンの順位相関係数
父親 母親 友だち 恋人(配偶者) 人間を越えた自然
父親 (212) (213) ( 93) (212)
母親 .36*** (212) ( 94) (214)
友だち .18** .32*** ( 94) (215)
恋人(配偶者) .21* .00 .06 ( 94)
人間を越えた自然 .23** .20** .15* .18
注1：*p<.05　**p<.01　***p<.001  
注2：右上の(　)内は人数、左下はスピアマンの順位相関係数である。  
注3：人数が219名に至らない箇所は、「人物が思い浮かばない」という回答、あるいは欠損値がみられた箇所である。
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　感謝を感じる程度に回答した理由について代表的なものをみると、父親では178件の記述が得られ、
「働いてくれる」（25件、14.0%）、「経済的に支援してくれる」（22件、12.4%）、「育ててくれた」（18件、
10.1%）などの理由がみられた。その一方で、父親に感謝を感じていないという理由も「人間として尊敬
できない」（4件、2.2%）、「関わりがない」（ 2 件、1.1%）、「話をしない」（ 2 件、1.1％）などがみられた。
母親でも178件の記述が得られ、「家事をしてくれた」（25件、14.0%）、「育ててくれた」（24件、13.5%）、「世
話をしてくれる」（14件、7.9%）、「産んでくれた」（14件、7.9%）、「話を聴いてくれる」（ 6 件、3.4%）
などの理由がみられた。友だちでは168件の記述が得られ、「楽しい時間を過ごすことができる」（26件、
15.5%）、「話を聴いてくれる」（22件、13.1%）、「支えてくれる」（19件、11.3%）、「一緒にいてくれる」（16件、
9.5%）、「助けてくれる」（11件、6.5%）などの理由がみられた。恋人（配偶者）では57件の記述が得られ、「支
えになってくれる」（8件、14.0%）、「自分を成長させてくれた」（ 6 件、10.5%）、「自分のことを大切に
してくれる」（ 6 件、10.5%）、「一緒にいてくれる」（ 5 件、8.8%）などの理由がみられた。自然では140
件の記述が得られ、「自然があるから生きていられる」（50件、35.7%）、「癒される」（21件、15.0%）、「食
べ物などの恵みを与えてくれる」（ 6 件、4.3%）などの理由がみられた。その一方で、自然に対する感謝
では、「よくわからない」（16件、11.4%）や「考えたことがない」（ 5 件、3.6%）という理由もみられた。
　また、提示した5種類の対象以外に、感謝している相手やものについて2つあげた回答者は59名（26.9%）、
1 つあげた回答者は40名（18.3%）、全くあげなかった回答者は120名（54.8%）であった。その他の感
謝の対象は、「祖父母」や「きょうだい」、「先生」といった人物、「ペット」という動物、「趣味」や「自
分の存在そのもの」といったことがらがあげられた（Table 3）。
Table 3　提示した対象の他に記述された感謝の対象
カテゴリー 感謝の対象 記述数(%)
人物 祖父母   26(16.5)
きょうだい   24(15.2)
先生   17(10.8)
芸能人     5( 3.2)
お世話になった人     5( 3.2)
親族     4( 2.5)
アルバイト先の人     4( 2.5)
家族     2( 1.3)
先祖     2( 1.3)
先輩     2( 1.3)
友人関係     2( 1.3)
社会的貢献のある人     2( 1.3)
動物 ペット   20(12.7)
ことがら 趣味(音楽・本・テニスなど)   15( 9.5)
自分の存在そのもの     9( 5.7)
場所(高校・サークル・大学など)     5( 3.2)
道具(言葉・お金・携帯など)     5( 3.2)
環境     4( 2.5)
神  1( 0.6)
地球  1( 0.6)
法律  1( 0.6)
はたらくこと  1( 0.6)
食べ物  1( 0.6)
合計 158(100.0)
注1： 質問紙調査で提示した対象は、父親、母親、友だち、恋人(あるいは配偶者)、
人間を越えた自然というものの5種類であった。
注2： 記述数の比率(％)は、小数点第2位を四捨五入して記載したため、足しあげても
100.0にならない。
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　このように、全体的に女子大学生は父親や母親、友だちなど広い対象に感謝を感じており、感謝を感じ
ている理由はその対象によって異なることが示された。
感謝の比喩生成
　比喩生成法によって感謝の心理的意味に関する160件の記述が得られた。得られた記述を比喩の言葉だ
けではなく理由の内容に基づいて、KJ法（川喜多，1970）を参考に、分類、整理した。その結果、22の
小カテゴリーが見出され、さらに「感情状態」、「他者への感情」、「感謝の特徴」、「引き起こされる行動」、
「関係への影響」という5つの大カテゴリーにまとめられた（Table 4）。
Table 4　比喩生成法によって得られた感謝の心理的意味
大カテゴリー 小カテゴリー 記述例 記述数(%)
感情状態 あたたかさ 太陽(人の心をあったかくする)、日だまり(感謝した方もされた方も
心が温かくなる)
  32 (20.0)
喜び 喜び(人から感謝されるととても嬉しくなり自分も人に感謝すると感
謝した自分も嬉しい気持ちになる)
  12 ( 7.5)
幸せ 幸福(感謝するのもされるのも幸せなきもちになるから)     8 ( 5.0)
やさしさ 優しさ(感謝されれば優しい気持ちになる。優しい気持ちになれば感
謝できる)
    8 ( 5.0)
成長の糧 成長の糧(感謝することで思いやりの気持ちが芽生えたり、周りの人
たちのフォローしてくれる力を感じ、頑張ろうと思えるから)
    6 ( 3.8)
支え合いの実感 生活の一部(自分がいま生活できているのはまわりの人がいるから)     5 ( 3.1)
他者への感情 相手の大切さ 相手を大切にすること(相手が何かをしてくれても当たり前だと思っ
て、相手を大切にしなかったら感謝するという気持ちが思いつかない)
    8 ( 5.0)
要求 願い(○○されて感謝を述べるということは、自分も○○をしてほし
いと思うのではないか)
    5 ( 3.1)
思いやり 思いやり(相手のことを想ったり、考えたりすることで初めて感謝が
あると思う)
    3 ( 1.9)
感謝の特徴 かけがえのないもの 酸素(当たり前すぎて忘れてしまうし、有ることが普通だと思うけれ
ど、感謝がなければ人間は人間の中では生きていけない)
  14 ( 8.8)
自然に湧いてくるもの わき水(自然とあふれ出てくる)、灯り(灯りがともるようにほわっと
感謝の思いというものは生まれる)
    4 ( 2.5)
次第に大きくなるもの 風船(どんどん大きくなる事が多い)
海(感謝も無限にある)
    4 ( 2.5)
変化があるもの 波(急に思いが高まったり低くなったりするから)     2 ( 1.3)
ふり返って気づくもの 親こうこう(失ってはじめてそのものごとの大切さに気づくからもっ
と～しておけばと後で思うから)
    2 ( 1.3)
引き起こされる
行動
気持ちの伝達 心からの気持ち(言葉に出しても言いつくせない時もあるけど、それ
を言葉や行動にしておもてに出すことで相手に伝えようとするから)
  15 ( 9.4)
返報 お返し(相手を思いやることで返してもらえるものだから)     6 ( 3.8)
礼儀 礼儀(自分以外の人にたいして感謝の気持ちをあらわすとういうこと
は礼儀だと思う
    3 ( 1.9)
謝罪 謝罪(その分迷惑をかけてるんじゃないかと思う)、つぐない(感謝す
ることで人の心は洗われる)
3 ( 1.9)
お礼 お礼(辛いことや悲しいことにめげそうな時にはげましてくれる人に
感謝するから)
2 ( 1.3)
関係への影響 コミュニケーション促進 人とのつながりを保つ潤滑油(人間との関係がよくなる) 10 ( 6.3)
互恵性 お花(もっと感謝したい、されたいとがんばる) 5 ( 3.1)
つながり 人と人との結びつき(感謝することにより人と人との結びつきができ
ると思う)
3 ( 1.9)
合計 160 (100.0)
注1：記述例は、比喩の言葉と(　)内はそのように考える理由である。
注2： 記述数の比率(％)は、小数点第2位を四捨五入して記載したため、足しあげても100.0にならない。
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　見出された小カテゴリーのうち、記述数が多かったものは、「感情状態」における「あたたかさ」（32件、
20.0%）、「引き起こされる行動」における「気持ちの伝達」（15件、9.4%）、「感謝の特徴」における「か
けがえのないもの」（14件、8.8%）であった。
　また、比喩生成法によって得られた感謝の心理的意味は、感謝することと感謝されることの両方が想定
されていた。
感謝の対概念
　感謝の対概念について152件の記述が得られた。得られた記述を対概念の言葉だけでなく理由の内容に
基づいて、KJ法（川喜多，1970）を参考に、分類、整理した。その結果、25の小カテゴリーが見出され、
さらに「感情状態」、「他者への感情」、「感謝を低減させる要因」、「引き起こされる行動」、「関係への影響」
という5つの大カテゴリーにまとめられた（Table 5）。
Table 5　感謝の対概念
大カテゴリー 小カテゴリー 記述例 記述数(%)
感情状態 無関心 無関心(対象の物に全く興味がないから／相手に関心がなかったら“感
謝”の気持ち以前にその人に関わることがないから)
17 (11.2)
悲しさ 涙(悲しい気持ちになるから) 1 ( 0.7)
不幸 不幸(ありがとうの気持ちがないなんて、きっと人生において成功し
ない)
1 ( 0.7)
孤独 孤独(感謝の気持ちを持たずに生きていたら最終的に孤独になりそう
だから)
1 ( 0.7)
他者への感情 嫌悪 嫌悪(きらいな人には感謝しないから、ちかづきたくない) 11 ( 7.2)
憎しみ 憎悪(感謝されるようなことをしたのに何で？とか相手に不快感を感
じるような言葉だと思った)
9 ( 5.9)
うらみ 恨み(何に対しても「ありがたい」と思えず、全て悲観的に考え、敵
を作って生きていく感じがする)
8 ( 5.3)
軽蔑 軽蔑(さげすむ)、ばかにする(気持ちがイライラする)、中傷(人を傷つ
ける)
8 ( 5.3)
怒り 怒り(相手に対してあまりよく思っていないから) 5 ( 3.3)
悪意 悪意(悪意はうそをついたりよいことがない) 2 ( 1.3)
感謝を低減
させる要因
自己中心性 自己中心(自分さえよければ良い、今の自分だけで成り上がってきて
いるんだという思いが込められている)
5 ( 3.3)
あたりまえという感覚 あたりまえ(自分は誰かの支えがあってこそ自分で居られるというこ
とを“当然”と思っているのは、さみしい人間だと思う)
3 ( 2.0)
喪失 忘却(自分がしてもらった事を忘れてしまったら、感謝はできないと思う) 2 ( 1.3)
浅はかさ 軽口(心をこめずに簡単に出してしまう。意味を含まない) 2 ( 1.3)
怠惰 怠惰(いろいろなことに怠けていると、「ありがとう」という言葉はで
てこないと思う)
1 ( 0.7)
引き起こされる
行動
謝罪 謝罪(「ありがとう」と「ごめんなさい」は紙一重だけど正反対だか
ら／「ありがとう」と「ごめんね」はいつもセットだと思う)
16 (10.5)
迷惑 めいわく(あまり必要ないことをしてしまった時／ありがためいわく
という言葉がある)
12 ( 7.9)
裏切り 裏切り(相手が自分のためにしてくれたことを感謝しないのは裏切り
だと思う)
 9 ( 5.9)
無礼 無礼(感謝の気持ちを抱いていたら、しないことだから)  9 ( 5.9)
仇 仇(恩を仇で返すという言葉から) 5 ( 3.3)
否定 否定(感謝とは、その人を認めることだと思うから。その人を否定し
ては感謝はできないと思う)
3 ( 2.0)
反抗 反抗(私のためにやってくれることなのにその恩を理解しないで反発
していると思った)
3 ( 2.0)
嫌み 嫌み(ぐちぐち言っているイメージ) 3 ( 2.0)
関係への影響 無視 無視(お互いの気持ちをなかったことにしてしまう／人間をつながず、
ひきさく動作)
14 ( 9.2)
無関係 無関係(どうでもいいから／関係がなにかしらないと、感謝が
でてこないと思う)
2 ( 1.3)
合計 152 (100.0)
注1：記述例は、対概念の言葉と(　)内はそのように考える理由である。
注2： 記述数の比率(％)は、小数点第2位を四捨五入して記載したため、足しあげても100.0にならない。
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　見出された小カテゴリーのうち、記述数が多かったものは、「感情状態」における「無関心」（17件、
11.2%）、「引き起こされる行動」における「謝罪」（16件、10.5%）、「関係への影響」における「無視」（14
件、9.2%）であった。
　「謝罪」については、Table 4に示したように、比喩生成法によって得られた感謝の心理的意味でも見出
された内容であった。
考　察
感謝の対象による特徴
　本研究の結果、全体的に女子大学生は父親や母親、友だちなど広い対象に感謝を感じていることが示さ
れ、女子大学生にとって感謝は身近な感情であることが示唆された。本研究では、青年期後期にある女子
大学生に調査を実施したが、青年期前期から中期にある中学生や高校生では、感謝を感じている程度は対
象によって異なる可能性もある。同様に、自然に対する感謝には「どちらともいえない」という回答が多
くみられたが、内藤（2004）も指摘するように、“自然の恵みへの感謝”のような抽象的な対象は青年期
以降の発達に伴い感じられるようになるものと考えられる。
　また、恋人（配偶者）に対する感謝を感じる程度と父親に対する感謝を感じる程度に関連がみられたこ
とは、調査回答者が女性であることから、恋人に異性である男性を想定した回答者が多く、父親もまた異
性の対象であることが背景にあると推察される。この点については、男性にも同様の調査を実施し、女性
が想定されることが多いであろう恋人と父親に対する感謝を感じる程度にも関連がみられるかどうかを確
かめる必要がある。
　佐竹（2004）では、代表的な感謝の相手を「親」、「父」、「母」、「家族」、「配偶者」、「子ども」、「きょうだい」、「友
だち」、「親戚」、「先生」に分類している。これらの対象以外にも、Table 3に示したように、「祖父母」や
「ペット」、さらには「趣味」や「自分の存在そのもの」なども女子大学生にとっては感謝の対象として感
じられているといえる。
　そして、感謝を感じている理由にはその対象によって相違がみられたことから、感謝の心理的意味が感
謝の対象によって異なる特徴を示すことが示唆された。
感謝の心理的意味のまとめ
　比喩生成法によって得られた感謝の心理的意味と、先行研究との対応を考察する。感謝と自己形成との
関係には、「感情状態」における「成長の糧」や「支え合いの実感」などが対応しているといえる。「感情
状態」における「あたたかさ」、「喜び」、「幸せ」、「やさしさ」は、感謝による精神的健康の促進で得られ
る状態であるとも考えられる。また、「気持ちの伝達」や「返報」などの「引き起こされる行動」は、感
謝の利益検出機能（benefit detector）、強化子機能（reinforcer）、向社会的行動を動機づける機能（motivation 
of prosocial behavior）によって引き起こされるのではないかと推察された。さらに、関係形成と維持の
促進（Algoe, Hadit & Gable, 2008）という心理的機能や直接互恵性に基づく適応的意味は、「コミュニケー
ション促進」、「互恵性」、「つながり」など「関係への影響」として見出されたと考えられる。これに対し
て、間接互恵性に基づく適応的意味に現れるような第三者への影響や社会への影響に対応するカテゴリー
は、今回の調査では得られなかった。
　さらに、比喩生成法によって「かけがえのないもの」、「自然に湧いてくるもの」、「次第に大きくなるも
の」などの「感謝の特徴」が見出され、感謝の対概念では「感謝を低減させる要因」として「自己中心性」
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や「あたりまえという感覚」が見出された。前者の「感謝の特徴」から、感謝はかけがえのないものであり、
自然に湧きあがり次第に大きくなるものとして感じられているといえる。後者の「感謝を低減させる要因」
では、自己愛的傾向がみられ自分が他者からの恩恵を受けることは当然であると思っている人は感謝を経
験しにくいという指摘（Emmons & Shelton, 2001；國分，1995；中村・松並，2003）と共通している。
比喩生成法によって得られた感謝の心理的意味では「あたたかさ」が、感謝の対概念としては「無関心」
が最も記述数が多かった。感謝の対概念として「関係への影響」における「無視」も、多くの記述が得ら
れた。これに対して、比喩生成法では「関係への影響」として「コミュニケーション促進」、「互恵性」、「つ
ながり」が見出されていた。これらのことから、女子大学生にとって感謝とは、無関心や無視といったよ
うに相手との関係が切れている状態にはないことを示しており、他者とのつながりを結ぶものとして実感
されているといえる。
　また、「謝罪」は比喩生成法によって得られた感謝の心理的意味と対概念の両方で見出された。池田
（2006）は感謝しているときに感じる気持ちに「すまない」という気持ちが含まれると論じており、感謝
心の構成要素として「肯定的感情」と「負債感情」（Wangwan, 2005）が、感謝の感情体験として「満足
感」と「申し訳なさ」（蔵永・樋口，2011）が抽出されている。このような「すまなさ」、「負債感情」、「申
し訳なさ」は、「感謝」だけではなく「謝罪」にもつながる気持ちであると考えられることから、感謝と
謝罪は共通する面と相反する面の両方を有していることが考えられる。
　以上より、感謝の対象による特徴も踏まえて、女子大学生にとっての感謝の心理的意味について次のよ
うにまとめる。すなわち、女子大学生にとって感謝とは、身近な感情であり、他者とのつながりを結ぶも
のとして実感されていると考えられた。
今後の課題と展望
　本研究では、女子大学生における感謝の心理的意味について、感謝の対象による特徴の検討に加え、比
喩生成法と感謝の対概念による検討を行った。女子大学生だけではなく、男性、さらに青年期前期から成
人期以降にわたる回答者に調査を実施し、分析結果を比較検討することも重要であろう。また、感謝は道
徳的感情と位置づけられることもあることから、今回の調査結果に社会的望ましさの影響がある可能性も
否定できない。また、本研究では、第三者や社会への影響に対応する心理的意味は見出されなかったこと
からも、感謝の心理的意味を明らかにするための研究方法に工夫が必要であると考えられる。このような
方法上の課題の他、今後の研究の展望を下記の 3 点にまとめる。
　第 1 に、青年期のアイデンティティ形成における感謝の感覚を明らかにすることである。感謝の経験
と表明はアイデンティティ形成につながることが論じられている（Emmons, 2004；McAdams & Bauer, 
2004）。本研究でも、感謝の心理的意味として「成長の糧」や「支え合いの実感」が見出された。さらに、
感謝を感じている理由として、「今の自分があるのは両親のおかげだ」、「友だちがいるからこそ、今の自
分があると思っている」、「生きることの素晴らしさに気づけ、良い方向に自分が変わった」、「みんなに出
会えたから今の自分がいると思う」といった内容も得られた。このような他者とのつながりを通して自己
定義をもたらす感謝の感覚は、青年期のアイデンティティ形成を理解する上で重要であろう。
　第 2 に、感謝の表明と感謝された経験に着目し、感謝の与え手と受け手の相互作用について明らかにす
ることである。本研究でも、感謝の心理的意味は、感謝することと感謝されることの両方が想定されてい
た。感謝の心理的意味を理解するためには、感謝を感じることの意味に加え、その感謝の気持ちを相手に
伝えること、そして他者から感謝された経験という観点からも検討する必要がある。
　第 3 に、感謝の形成過程を明らかにすることである。ポジティブ心理学では、ポジティブ感情の拡張－
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形成理論（broaden-and-build theory）が提唱されている（Fredrikson, 2001；大竹，2010）。この理論では、
「ポジティブ感情」の経験から「思考－行動レパートリーの一時的拡張」、「個人的資源の継続的形成」、「人
間のらせん的変化と成長」という4つの段階を経て、これらは循環するものと考えられている。この理論
にしたがえば、日常的な感謝の経験が人間の変化と成長につながり、それによってさらに感謝を感じられ
るようになるという循環的な過程があると予想できる。このような感謝の形成過程を明らかにすることで、
日常的な感謝の経験の積み重ねがいかに人間の発達につながるかといった発達のメカニズムを解明するこ
とに貢献できると考えられる。
付　記
　本研究は、日本学術振興会科学研究費補助金若手研究B（課題番号22730519）を受けて行われました。
調査にご協力くださった皆さまに厚くお礼申し上げます。
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